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冒頭挨拶 
藤原理事長 

去る９月２６日、「日比谷松本楼」において通常総会・セミナーと懇親会が開催されました。 

通常総会は藤原理事長の冒頭挨拶後同理事長が議長となり議案審議に入り、１９年度事業報告・同決

算報告、２０年度事業計画・同収支予算の各議案が満場一致で承認されました。 

総会後に行われたセミナーは、山形県工業技術研究センターの小関敏彦酒類研究科長による「当セン

ターで開発された発泡清酒」をメインテーマにした講演でした。 

総会終了後の懇親会には、経済産業省より伊藤桂調整専門職、日本酒造組合中央会の淺見敏彦副会長

ほか多数の方に臨席いただきました。 

２０年度事業計画／主 要 事 業 

１． 販売促進支援事業 

１）組合ホームページの充実：ユーザーに対する情報提供、当組合及び組合員の知名度向上を図

るため、リニューアル、バージョンアップに注力する。 

２）「食の安全」への対応：食品・醸造業界に機器を提供する当組合の立場からの取り組み方策に

ついて検討する。 

３）各種展示会への出展を検討する。 

４）ユーザーへの情報提供：組合への問い合わせや斡旋の依頼に対して適宜、迅速に対応する。 

 

２．情報の収集と提供 

  １）各種展示会の情報収集と組合員各社への情報提供。 

  ２）国の企業向け施策の紹介：経済産業省等が行う企業支援施策や公募事業に関する情報の収集

と提供。 

  ３）バイオ産業分野の情報収集：特に、バイオエタノールなど醸造技術や機器の応用が期待され

る分野についての情報の提供。 

  ４）ユーザー業界団体との交流の促進：日本酒造組合中央会に加えて、味噌、醤油等の業界団体

とのチャンネルを強化する。 

  ５）機関紙「とらのもん」の充実。 

総 会 風 景 

決算報告：喜多副理事長

会計監査報告
：冨山監事 

事業計画説明
：本村理事 
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発発発泡泡泡清清清酒酒酒ででで乾乾乾杯杯杯！！！ ―懇親会― 

 通常総会終了後の懇親会には来賓として（以下敬称略）、経済産業省伊藤桂調整専門職、日本酒造組合

中央会淺見敏彦副会長、関東醸造用品組合北村公克理事長、関西醸造用品組合高木敏弘理事長ほか関係各

業界紙の記者が出席、セミナー講師小関敏彦氏、組合員企業の社長との盛大な懇親会となりました。  
 

  
 

□ 日本酒造組合中央会辰馬会長 挨拶（要旨） 

    
 

  
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 藤原理事長 挨拶（要旨） 

  私たちの業界を取り巻く環境も厳しさが増している。「商売は人のため

にある」という名言に心を惹かれた。私たちのお客様の先には消費者があ

るということを念頭において、食品の安心、安全をお手伝いが出来る組合

でなければならない。微力ながら努力をしていきたい。 

厳しい中、業界関係者（三位一体）

が一緒になって盛り立てていくことを

誓って・・・乾杯！ 

関西醸造用品組合 高木理事長 

中央が小関敏彦氏 

         日本酒造組合中央会淺見副会長 来賓挨拶（要旨） 

        藤原理事長から機器業界の厳しさという話があったが、その責任の相当部分は私共

の業界にあると思い心苦しい。 
        清酒も底打ち感という矢先、事故米の問題で一寸空気が冷えたかなと残念。商売は

人のためにという言葉に同感。資本主義は全て市場原理でいくと思ったら大間違いで、

そこには深い倫理観がなければいけない。今回の事故米問題を契機に我々業界は深い

倫理観に支えられた業界であるということをアピールする絶好の機会。このピンチを

チャンスにと、需要開発、拡大に努力していきたい。 

井上副理事長「中締めの

乾杯三唱」 

経済産業省 
伊藤調整専門職 

組合ホームページ リニューアルしました！          

   ２００７年に発行された発酵食品機械・醸造用品総合カタログ全ページが 

ホームページから閲覧できるようになりました！ 

 

懇親会風景 



国税庁がまとめた平成２０年１月～６月（平成２０年度上半期）累計の酒類課税出荷数量 

 （国産酒類と輸入酒類の合計）は、４１４万１１１３㎘で、前年同期の４２６万３４０３㎘に

比し２・９％減少し、酒類メーカーの出荷数量が容易に前年を上回れない状況が続いている。前々

年同期比は、９５％と消費者の酒類購買意欲はまだ弱い。 

 内、国産酒類課税出荷数量は、３９８万１６０５㎘で、前年同期の４１０万５０５６㎘に比し

３％減少、前々年同期比は５・１％減少している。 
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セセセミミミナナナーーー／／／山山山形形形県県県工工工業業業技技技術術術セセセンンンタタターーーででで開開開発発発ささされれれたたた発発発泡泡泡清清清酒酒酒にににつつついいいててて   

国国国税税税庁庁庁発発発表表表「「「２２２０００年年年上上上半半半期期期ののの酒酒酒類類類課課課税税税数数数量量量」」」   

９月２６日 通常総会終了後、山形県工業技術センターの酒類研究科長「小関敏彦氏」をお招きし、

セミナーを開催しました。                       

日本酒を愛し、日本酒業界発展のために尽力されている小関氏は、山形県や県酒造組合の取り組みに

ついて紹介したあと、工業技術センターにおいて開発が進み発売目前の「発泡清酒」についての貴重な

研究成果と消費者の反応等を披露されました。   
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ユーザー業界情報 （食品産業新聞より） 

「お客さんの一番喜ぶんはな、『期待以上だった時』やねん・・・」 
なぜか関西弁を話す、おかしなゾウの姿の神様「ガネーシャ」と何をやっても続かずダメな主人公が織りなす、

笑いと涙と感動の自己啓発本！！  

 「夢をかなえるゾウ」著者：水野 敬也 飛鳥新社 

「おい、起きろや」聞きなれない声に目を覚ました僕は、眠気で重いまぶたをゆっくりと持ち上げた瞬間、眼球

が飛び出るかと思うくらいの衝撃を受けた。なんだ、コイツは！・・・・続きは本を是非お読み下さい！

（ドラマもすでに始まっておりますが・・・） 


